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  運輸部門からの C O 2 排出量の低減対策として，乗用車用ガソリンエンジン
の高効率化は地球温暖化抑制の観点から極めて重要である．本論文は高圧縮
化とガソリン予混合気の自己着火  ( H o mo ge n e o us  Ch a rge  Co mp r es s i o n  Ign i t i o n ,  
以後 HCC I)  燃焼  を火花点火エンジンに導入するための燃焼解析手法を開発




20 日（水）1 8 : 00 -2 0 :0 0  に 51 号館第 3 会議室にて実施した．各章の内容につ
いてスライドを用いて説明がなされ全審査員から研究業績，内容とも受理を
申請することについて承諾された．4 月 2 1 日（木）11 : 0 0 -13 : 00 に  6 0 号館 2 0 6
室（総合機械工学専攻教室会議）において，学位論文の草案，研究業績一覧
及び受理申請書（案）について審議した結果，受理の申請が了承された．そ
の後，5 月 1 9 日（木）1 6 : 0 0 から 6 3 号館 2 0 4 室にて行われた創造理工学研究
科運営委員会において受理申請が認められた．予備審査の指摘事項を修正し
た草案論文第二版は全６章から成り，計二回にわたる対面審査及び 6 月 2 7
日から 7 月 4 日における書面審査を下記のとおり実施した．  
 第一回審査は 5 月 3 0 日（月） 1 8 :0 0 -2 0 : 0 0  に 6 0 号館 20 6 室にて実施し，
まず，申請者が全審査員に対し予備審査での指摘事項の修正点を説明し，そ
の後，第 1〜 3 章を説明し，審査員が質疑をする形で進められた．主な指摘事
項は，本論文の新規性をより明確に記述すること，論文全体の構成が明確に
なるよう第 1 章内にまとめること，第 3 章における簡略化反応機構の反応定
数の物理・化学的な意味の解釈について追記することであった．また，本文
及び図表における表記の修正について指摘がなされ，次回の審査会において
修正版を示すこととした．第二回審査は 6 月 1 4 日（火） 1 6 : 00 -1 8 :0 0  に 6 0
号館 2 0 6 室にて実施し，全審査員が出席した．第一回審査における指摘事項






て指摘がなされた．   
 以上の指摘事項の回答を， 6 月 2 7 日（月）に審査員に配布し，書面審査を
実施し， 7 月 4 日（月）に全審査員から了承がなされた．  
 5 月 3 1 日（火） 1 3 : 0 0 -1 4 : 00 においては， 6 0 号館 2 0 6 室にて公聴会を実施
し，本学教員に加え，他大学教員，自動車関連企業，エネルギー企業からの
研究員を交え，論文説明，質疑応答が活発になされた．  




 以上，上記審査を経た本論文は，全 6 章から構成されている．  
第 1 章は序論であり，研究の背景と目的，従来の研究ならびに実用化に向
けた課題と研究方法について述べている．  
第 2 章 で は ， オ ク タ ン 価 の 異 な る パ ラ フ ィ ン 系 燃 料 を 用 い た 火 花 点 火  
(Spark  Igni t ion，以後 SI)  燃焼と HCCI 燃焼について高圧縮比における実験
結果をオクタン価測定用に用いられる CFR エンジンのデータと比較するこ
と で ， SI 燃 焼 の ノ ッ キ ン グ は 高 圧 縮 比 に お い て も リ ー サ ー チ オ ク タ ン 価
(Research Octane Number，以後 RON)で表される燃料の低温側の着火特性
と 関 連 が あ り ， 一 方 ， HCCI 燃 焼 は モ ー タ ー オ ク タ ン 価 （ Motor  Octane  

















的 に は ， 基 準 燃 料 で あ る パ ラ フ ィ ン 系 成 分 燃 料 に ， 別 の 炭 化 水 素 成 分
（ Hydrocarbons，以後 HC）を添加し，添加割合ごとに反応パラメータを調
整することで着火遅れ時間の真値に対する整合性を図り反応スキームを最適
化している．さらに， HC 種を変化させ同様な操作を行い，それぞれの HC
種に対して得られた反応パラメータに成分割合に乗じて加算する手法として




も燃焼過程を精度よく予測できることを示している．   















ジンを対象に，低負荷運転時は HCCI 燃焼，高負荷運転時は SI 燃焼を行う
高圧縮比ガソリン HCCI エンジンの実用化に向けた課題の一つである，燃料
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